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2024年度年間標語「キリストに結ばれて、共に歩むわたしたち」コロサイ 2:6-7 

祈り『平和の器となさせてください』  吉田真司 

平和の主イエス・キリストの父なる神様 

８月の突き抜ける青空の下、79年前この日本では原子爆弾が投下され、多くの命

が瞬時に奪われました。そして今も尚、戦争は繰り返され、欲望が大波となって弱

く貧しい人々を襲っています。 

イエス様は言われました。「心の貧しい人々は、幸いである。天の国はその人たち

のものである。悲しむ人々は、幸いである。その人たちは慰められる。柔和な人々

は、幸いである。その人たちは地を受け継ぐ。義に飢え渇く人々は、幸いである。そ

の人たちは満たされる。憐れみ深い人々は、幸いである。その人たちは憐れみを受

ける。心の清い人々は、幸いである。その人たちは神を見る。平和を実現する人々

は、幸いである。その人たちは神の子と呼ばれる。義のために迫害される人々は、

幸いである。天の国はその人たちのものである。」（マタイ 5:3-10） 

主よ、義への飢え渇きが枯渇してしまうほどに、不義が勝利を収めているように

見えます。憐れみ深くあることも、清く生きることも、生きていくのに何の益もな

いように思われます。平和の実現は不可能だと思うしかないほどに、争いは止まず、

新たな争いが起き、それによって憎しみが再生産されています。 

しかし私たちは、心貧しく（主にのみ拠り頼み）、悲しみつつ（命の悲劇に心痛め）、

柔和で（人を支配せず）、義（あるべき関係）に飢え渇いて生きていきます。憐れみ

を手放さず、心を清く保ち、平和の実現を目指して生き続けます。そしてそこに天

の国にある幸いを噛み締めていきます。 

私たちの存在は小さいです。その声も小さいです。けれど共に祈り、そして叫び

ます。イザヤやエレミヤ、そしてエゼキエルのように偉大な預言者ではありません

が、主に託された使命に生きて世の預言者として叫びます。どうか主よ、私たち一

人一人を祝し、強め、用いてください。平和の器となさせてください。 

主イエス・キリストの御名により祈ります。アーメン 
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